
令和６年度 第４回

九州地方整備局 事業評価監視委員会

① 事業完了後５年以内の事業

② 審議結果を踏まえ、事後評価の実施主体が改めて事後評価を
行う必要があると判断した事業

国道322号

八丁峠道路
はっちょうとうげ

事 後 評 価
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１．目的・事業概要・これまでの経緯

◆目 的

・国道322号八丁峠道路は、線形不
良区間や異常気象時通行規制区間
の解消を行い、交通安全性の向上、
道路の信頼性確保等を目的とした
事業。

・本事業は、約3.8kmの長大トンネル
を含む完成2車線のバイパス事業。

・平成18年度に事業化し、令和元年
度に全線開通している。

・全体事業費：約154億円
(前回※約167億円)※前回…H28年度事業再評価

◆事業概要

▼ 事業経緯

事業化平成18年度

用地買収着手、工事着手平成20年度

起点(嘉麻市)側トンネル工事着手平成24年度

終点(朝倉市)側トンネル工事着手平成26年度

延長4.5㎞(2/2）開通令和元年度

4.5km
(第3種第3級、設計速度50㎞/h)

計画延長

7.5m（2車線）幅 員

▲ 標準断面図

【一般部】 【トンネル部】

▲ 路線概要図

（単位：m） （単位：m）

R1.11開通

⇒ 市道移管に伴い、
令和3年4月1日区間指定解除
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２．事業の効果の発現状況（交通安全性の向上）

○八丁峠区間の現道は、未改良の狭あい区間が存在し大型車のすれ違いが困難で、かつ、線形不良
箇所も多数存在するため、正面衝突や路外逸脱等の事故発生割合が高い状況。

○八丁峠道路の整備により、未改良の現道の通行を回避し、走行性及び交通安全性が大幅に向上。
■八丁峠道路開通前の交通事故発生状況（H8～R1）

■八丁峠断面の交通量の変化

資料：交通事故統合
データベース(H8～R1）

狭隘や線形不良
に起因する事故

56％

①

②

■ 線形不良箇所及び交通事故発生状況

⾞道幅員 延⻑ 凡例
5.0ｍ未満 約2.2km

5.0ｍ以上5.5ｍ未満 約1.9km
5.5ｍ以上 約8.4km
合計 12.5㎞

大型車のすれ違いが困難な

区間：全区間の約３割

至 久留米市

至 北九州市

至 久留米市

至 北九州市

■写真① 離合が難しい箇所 ■写真② 車両単独による
路外逸脱事故

1.7

0.7
0

0

1

2

3

現道 現道 八丁峠道路

開通前
Ｈ8～Ｒ1

開通後
Ｒ2～Ｒ4

（件/年）

大幅に低減
事故発生

なし

資料：交通事故総合データベース(H8～R4）
区間：嘉麻市大力～朝倉市秋月野鳥

開通前
（H8～R1）

開通後
（R2～R4）

■八丁峠断面の年間あたり事故発生件数の変化

※１ 曲線半径

20km/h未満

（8箇所）
6%

20km/h相当

（63箇所）
49%

30km/h相当

（52箇所）
40%

40km/h相当

（6箇所）
5%

設計速度
50km未満
129箇所

■設計速度50km/h未満のｶｰﾌﾞの割合

①

急カーブ※2

129箇所

15m未満

(設計速度20㎞/h未満)

15m以上30m未満

(設計速度20㎞/h相当)

30m以上60m未満

(設計速度30㎞/h相当)

60m以上100m未満

(設計速度40㎞/h相当)

曲線半径凡例

設計速度20km/h未満
（15m未満※１）

設計速度20km/h相当
（15m以上30m未満※１）

設計速度30km/h相当
（30m以上60m未満※１）

設計速度40km/h相当
（60m以上100m未満※１）

資料：北九州国道事務所調査
開通前:令和元年10月9日,開通後:令和2年11月18日

交通量（台/日）

※２ 設計速度50㎞/h未満のカーブ
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２．事業の効果の発現状況（異常気象時の信頼性の確保）

○豪雨による災害や冬季の積雪・凍結等により、現道区間では年間で約169日間にわたり通行規制が
発生。

○八丁峠道路の整備により、通行規制の多い現道区間を回避でき、信頼性・安全性の高い道路ネット
ワークが形成され、円滑な通行を確保。

至

久
留
米
市

至

北
九
州
市

八丁峠道路 延長4.5km

嘉⿇市

朝倉市

（
自
）嘉
麻
市
大
力

（
至
）朝
倉
市
秋
月
野
鳥

八丁トンネル 延長3.8km

322
66

66

322

500

豪雨による災害
平成30年7月7日

降雪による規制
平成30年2月7日

か

ま

だ
い
り
き

あ
さ
く
ら

あ
き
づ
き
の
と
り

■積雪による規制状況

（平成30年7月7日豪雨時）

■豪雨による災害発生状況

豪⾬災害や冬季積雪等による
通⾏規制が頻発

（平成30年2月7日積雪時）

（令和2年4月16日嘉麻市側）
凡 例

国道
主要地方道
一般県道
市道

⼋丁峠道路の開通により
円滑な通⾏を確保

■並行現道の通行規制状況
（H22～R元年の年平均通行規制発生割合）

集計区間：嘉麻市大力～朝倉市秋月野鳥
資料：福岡県の規制実績（H22～R元年）

⼋丁峠区間
の通⾏規制
割合

・八丁峠道路が開通したことで天候に左右されず、 朝倉方面
への会議や出張に安心して往来できるようになり負担が
減っている。 〔R2年11月 嘉麻市ヒアリング〕

資料：福岡県の規制実績(R2～R5年)

至 久留米市

至 久留米市

至 北九州市

至 北九州市

■八丁峠道路整備後の通行規制状況

※規制には片側
通行を含む

（1回あたりの規制日数）

異常気象時通行規制区間
⇒令和3年4月1日指定解除

冬季に路面凍結しやすい区間
土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

道路防災点検による要対策箇所

約169日間
通行規制
が発生
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２．事業の効果の発現状況（物流活動の効率化）

○嘉麻市や朝倉市では、自動車関連企業と取引のある企業数の伸びが福岡県平均に比べ高い状況。
○八丁峠道路の整備により、久留米市から苅田港間の輸送距離及び所要時間が大幅に短縮し、
労働時間の削減・輸送コストの削減に寄与。

資料：北九州国道事務所実態調査結果 開通前:令和元年10月9日、開通後:令和6年10月17日
※開通後調査時は、並行現道は災害被災により通行止

■自動車関連企業数の変化

資料：福岡県商工部自動車産業振興室提供資料

八丁峠道路
開通(R1.11)

H18事業化

■八丁峠断面交通量の推移

交
通
量
（
台
／
日
）

八丁峠道路

並行現道

［日交通量］ ＜うち大型車交通量＞
：並行現道 ：並行現道
：八丁峠道路 ：八丁峠道路

大型車交通量

約10百台増加

断面交通量

約３７百台増加

北九州空港

苅田港

トヨタ自動車九州
小倉工場

（H20.8 生産開始）

トヨタ自動車九州
苅田工場

（H17.12 生産開始）

日産車体九州
（H22.1 生産開始）

日産自動車
九州工場

（S51.12 生産開始）

冷水峠▲

▲八丁峠

吉本工業団地

苅田町

朝倉市

八丁峠
道路

嘉麻市

トヨタ自動車九州
宮田工場

（H14.12 生産開始）

ダイハツ九州
久留米工場

（H20.8 生産開始）久留米市

よしもと

国道２００号ルート

延長約８５km 国道３２２号ルート

延長約７０km

■苅田港～吉本工業団地間
の所要時間(分）

・開通前は冷水峠を利用していたが、大型車が安心して通行できるようになった

ことから、開通後は八丁峠道路を利用している。

・久留米市の自動車部品工場と苅田町の自動車工場間を毎日18台で2往復

運行しており、片道で約30分、移動時間が一日約2時間短縮した。

・時間短縮は、ドライバーの拘束時間削減 ・労働負担の軽減や働き方改革に

寄与しており、走行距離の短縮による燃料代の削減にもつながっている。

〔R6年10月久留米市内物流事業者ヒアリング〕

■八丁峠道路開通前後の輸送ルートの比較

国道200号
ルート

（開通前）

国道322号
ルート

（開通後）

約26分
短縮

輸送距離

約15㎞短縮

資料：ETC2.0データ
国道200号ルート(開通前)；H30.10平日
国道322号ルート(開通後)；R05.10平日
※集計区間：苅田港本港入口交差点～

吉本工業団地(久留米市)



・当館の来館者数は、開通する前年と比べ
約1.9倍に増加した。

・実際に初めて来られたお客様も
多く北九州や飯塚から八丁峠
道路を利用したとの声を聞く。

〔R6年10月 秋月博物館ヒアリング〕
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２．事業の効果の発現状況（観光産業の支援）

○国道322号の周辺には、自然景勝地や歴史文化遺産等の豊富な観光資源が点在。
○八丁峠道路の整備により、朝倉・嘉麻間のアクセス性が向上し、往来する人の動きが増加。
○周辺の観光施設では、整備後の来訪者数が増加し、交流人口の拡大や観光産業の支援に寄与。

カホアルペ「足白農泊施設」
（嘉麻市） 資料：秋月博物館提供資料

開通前：H30来館者数、開通後：R5来館者数

・トンネルが開通して筑豊ナンバーをよく見るようになり、梨やブドウ
を増やすなど工夫した結果、売上げが1割程度増加した。

・利益を上げることで、地域課題である“高齢者の買物難民”への支援
を継続的に実施できている。 〔R6年10月 朝倉市買物施設ヒアリング〕

資料：嘉麻市提供資料

・令和2年7月にオープンした体験型宿泊
施設は、同年11月に八丁峠道路
が開通したことも追い風となり
利用客は年々増加している。

〔R6年10月 嘉麻市ヒアリング〕

■カホアルペ宿泊者数の変化

■八丁峠断面の休日小型車交通量の変化

約３倍に増加

資料：開通前：H17道路交通センサス
開通後：北九州国道事務所調査（R2.11.23）

約1.9倍増加

■秋月博物館の来館者の変化

年々増加
八丁峠道路
開通

三連水車

原鶴温泉郷

道の駅
おおとう桜街道

田川市
石炭・歴史博物館

赤村
特産物センター

ふるさと交流館
なつきの湯

庄内温泉
筑豊ハイツ

旧伊藤伝右衛門邸

道の駅
小石原

農産物直売所
De 愛

歓遊舎
ひこさん

屏山

英彦山
神宮

夜須高原
記念の森

馬見山

古処山

八丁峠

ファーマーズ
マーケット
みなみの里

キリンビア
パーク福岡

嘉穂劇場
道の駅
いとだ

ふるさとセンター
源じいの森温泉

ふるさと交流館
日王の湯 道の駅香春

耳納の里
道の駅
うきは

九州国立
博物館

道の駅
うすい

カッホー
馬古屏

みやこ町

嘉麻市

添田町

桂
川
町

飯塚市

赤村

川
崎
町

大
任
町

筑前町

東峰村

朝倉市

大 分 県

大刀洗町

カルナパーク
花立山温泉

大刀洗
平和祈念館

八丁峠道路
延長 4.5km

秋月博物館

嘉穂アルプス

カホアルペ

国道322号周辺の主要な観光施設

福 岡 県

久留米市

冷水峠

小郡市

200

322

⼋丁峠道路の開通により
⼈の往来が増加

至 北九州市至 北九州市

主要な観光施設

道の駅

あし じろ のう はく

あきづき
市場

秋月城址（朝倉市）

秋月城址
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３．事業の投資効果（まとめ）

≪効果名≫ 【効果の概要】

①走行時間短縮便益、走行費用減少便益、
交通事故減少便益

➁交通安全性の向上

➂異常気象時の信頼性の確保

④物流活動の効率化

⑤観光産業の支援

⑥費用便益分析（算定に用いた効果①）

２４０億円

１．１

【交通事故発生件数の変化】
・ 八丁峠道路の整備により未改良の現道通行を回避し、走行性・
交通安全性が大幅に向上。

【通行規制日数の変化】
・八丁峠道路の整備により、信頼性・安全性の高い道路ネットワー
クが形成され、円滑な通行を確保。

【輸送の効率化】
・八丁峠道路の整備により、輸送距離及び所要時間が大幅に短縮し
労働時間・輸送コストの削減に寄与。

【来訪者数の変化】
・八丁峠道路の整備により、朝倉・嘉麻間のアクセス性が向上し、
往来する人の動きが増加。観光施設の来訪者数が増加し、交流
人口の拡大や観光産業の支援に寄与。

※現在価値化後の便益



○八丁峠道路の整備により、「交通安全性の向上」、「異常気象時の信頼性の確保」に

ついて、一定の効果が得られており、また、「物流活動の効率化」、「観光産業の支

援」といった波及的効果にも貢献していることから、当面の改善措置や更なる事後評

価の必要はないと考えている。

7

４．対応方針（案）（改善措置・今後の事業評価の必要性）

○八丁峠道路の早期開通に向け、国・県・市で事業進捗に関する情報共有や各関連事

業との調整など、関係者間の連携を図った。また、関係機関が一体となり、地元住民

との調整、用地買収に対応した結果、円滑な用地買収、工事着手に繋がった。

○早期整備のためには、関係機関が連携・一体となり、整備を進めていくことが重要で

ある。

５．同種事業の計画・調査のあり方



【参考】費用便益分析に含まれない効果

〇費用便益分析に含まれない効果についても貨幣換算化。

〇参考比較値として、多様な効果を含めた費用便益分析※1を実施。

B/C

〇 交通事故減少便益

〇 走行経費減少便益

〇 走行時間短縮便益

３便益 九州独自のマニュアル（案）※2

による新たな便益

Ｂ/Ｃ=１.１

九州独自のマニュアル(案)※2による効果を含めたＢ/Ｃ=１. ２

〇地域産業の支援（雇用の創出）
【約49億円】

〇迂回の損失解消 【約17億円】

〇環境改善効果

多様な効果

多様な効果を含めたＢ/Ｃ=３．４

(この他数値化できない多様な効果がある)

等

【CO2約3，978ｔ/年削減】

※1 現在価値算出のための社会的割引率：4%

※2 令和５年度新たな便益の算出に関する考え方(案) Ver1.1
(令和６年３月九州地方整備局 道路部)

〇観光振興の支援 【約432億円】



【参考】多様な効果 迂回の損失解消

○国道322号現道及び周辺道路では、自然災害等による通行止めが45箇所で発生しており、
延べ約12.3万時間が通行止めとなる（年平均で約11.4日/年に相当）。

○国道322号八丁峠道路の整備により、通行止めによる大幅な迂回を回避。
○嘉麻市と朝倉市との連絡性が確保され、リダンダンシー向上により約17億円の便益の増加
が見込まれる。

■国道３２２号（八丁峠）の並行現道及び周辺道路における通行止状況

国道322号八丁峠道路周辺の通行止め箇所数：45箇所/10年

資料：福岡県提供資料より作成

●通行止めの発生状況

・過去10年で、

延べ123,051時間/10年

（2,734時間/10年・箇所）

・年平均で11.4日/年に相当

■リダンダンシー向上の効果（迂回の損失解消）

⇒ 約 17 億円/50年の効果が見込まれる
※現在価値に換算した整備後50年間の便益額

・迂回の損失解消効果（便益額）
＝（通行止め時の便益－通常時の便益）

×年間通行止め日数×評価期間（整備後50年間）
ここで、通行止め時の便益

＝通行止め時の交通量推計結果を用いた便益
通常時の便益

＝通常時の交通量推計結果を用いた便益
年間通行止め日数＝年平均日数（11.4日/年）

▲国道３２２号の並行現道区間
における通行止めの状況

（平成30年7月7日 九州北部豪雨災害）

八丁峠

みやこ町

嘉麻市
添田町

桂川町

飯塚市

赤村

川崎町

大
任
町

筑前町

東峰村朝倉市

大分県

大刀洗町

八丁峠道路
延長 4.5km

322

福岡県200

500
211

201

386

66

注）通行止規制の対象路線は、
以下の5路線とする。
国道322号、国道200号、国道211号、
国道500号、(主)桂川下秋月線

：主な通行止め箇所



【参考】多様な効果 環境改善効果（CO2削減）

2

○国道322号八丁峠道路の整備による速度改善・所要時間短縮によって、CO2排出量
約3,978トンの削減が見込まれる。

▲ 八丁峠道路の路線概要図

「国⼟技術政策総合研究所資料第671号」の
排出原単位に基づき、 CO2排出削減量を算定
した結果、
約3,978トンの削減効果が⾒込まれる

※平成15年11⽉25⽇付け事務連絡「客観的評価指標の定量
的評価指標の算出⼿法 について」の別紙『客観的評価指標
の定量的評価指標の算出⼿法(案)』より算定

▲ CO2排出量削減効果

R1.11開通

⇒ 令和3年4月1日区間指定解除

6,674,973

6,670,995

6,668,000

6,670,000

6,672,000

6,674,000

6,676,000

整備なし 整備あり

CO2排出量（t-CO2/年）

－3,978

R1.11開通

⇒ 市道移管に伴い、
令和3年4月1日区間指定解除



177 170

546 530

930 1,136

1,653
1,836

0

500

1000

1500

2000

H30

(整備前)

R2

(整備後)

嘉麻市 朝倉市 久留米市

(人）

【参考】多様な効果 地域産業の支援（雇用の創出）

3

○八丁峠道路の整備に伴い、嘉麻市・朝倉市・久留米市において、輸送用機械器具製造業の
従事者が増加。

○雇用創出による経済波及効果（雇用創出効果）として約49億円と試算。

資料：H30・R2：工業統計調査

雇⽤創出の経済効果
•嘉⿇市・朝倉市・久留⽶市における新規雇⽤者数

⇨ 61.0⼈/年間

•嘉⿇市・朝倉市・久留⽶市の平均所得額（総務省統計）
⇨ 3070万円/年

•新たに⽣じた所得の総額
⇨ 新規雇⽤数 ✕ 平均所得 ＝ 約1.9億円／年間

（50年間の現在価値化）
⼋丁峠道路の整備を境に、⾃動⾞関連産業の新規従事者の所得効果

約49.0億円/50年※2の経済波及効果と試算

出典︓市区町村別の課税対象所得の総額を納税者数で除算した額

(過去3年（H30〜R2）間で増加した
輸送⽤機械器具製造業従業者数︓183⼈/3年間)

※2：八丁峠道路の開通年（R1年）の翌年（R2年）以降 の50年間、 当該便益が発現するものとして計上

※1：輸送用機械器具製造業：主に、自動車・船舶・航空 機・鉄道車両及びその他の
輸送機械器具（自転車・牛馬車等）を製造

輸送用機械器具製造業 従業者数
※１

183人増加

八丁峠道路
(R元.11)



【参考】多様な効果 観光振興の支援

4

○国道322号沿線には、秋月城址をはじめ、道の駅等の多くの観光施設が立地。

○八丁峠道路の整備により、朝倉市へのアクセス性が向上し、約432億円の経済波及効果と試算。

三連水車

原鶴温泉郷

道の駅おおとう桜街道

田川市石炭・歴史博物館

赤村
特産物センター

ふるさと交流館
なつきの湯

庄内温泉
筑豊ハイツ旧伊藤伝右衛門邸

道の駅小石原

農産物直売所 De 愛

歓遊舎ひこさん

屏山

道の駅うすい

英彦山
神宮

夜須高原記念の森 馬見山

古処山

八丁峠

ファーマーズ
マーケット
みなみの里

キリンビア
パーク福岡

カッホー
馬古屏

嘉穂劇場 道の駅いとだ

ふるさとセンター
源じいの森温泉

みやこ町

嘉麻市

香春町

添田町

桂
川
町

飯塚市

赤村

川
崎
町

大
任
町

筑前町

東峰村朝倉市
大分県

大刀洗町

カルナパーク花立山温泉

大刀洗
平和祈念館

八丁峠道路
延長 4.5km

322

秋月博物館
あきづき市場

嘉穂アルプス

カホアルペ

国道322号周辺の主要な観光施設

福岡県

秋月博物館

キリンビアパーク福岡

三連水車 原鶴温泉郷 （50年間の現在価値化）

約432億円/50年の経済効果と試算

道路整備による観光面の経済波及効果
16.8億円／年（6,682円/人ｘ25.1万人/年）

・八丁峠断面交通量（八丁峠道路整備なし）：78台/日（R22交通量推計）
・八丁峠断面交通量（八丁峠道路整備あり）：5,584台/日（R22交通量推計）
・朝倉市を対象とした観光余暇目的割合：9.6%
・平均乗車人数：1.30人/台

八丁峠道路における観光客数 ⇒ 25.1万人／年

※全線供⽤から当該便益が発現するものとして計上

秋月城址

資料：H27全国道路・街路交通情勢
調査自動車起終点調査

通勤・通学
26.9%

業務・物流
35.6%

観光・余暇
9.6%

買物・私⽤
22.8%

送迎
5.1%

朝倉市
福岡県

観光入込客数

40,842千人

県外

13,742千人 （34％）

外国人

521千人（1％）

県内

26,580千人 （65％）

宿泊

2,881千人（7％）

消費額単価

22,129円

日帰り

23,699千人（58％）

消費額単価

5,282円

日帰り

8,517千人（21％）

消費額単価

10,462円

宿泊

5,225千人（13％）

消費額単価

33,744円

日帰り

176千人（0％）

消費額単価

12,193円

宿泊

345千人（1％）

消費額単価

101,443円

資料：令和２年福岡県観光入込客推計調査

▲ 福岡県における観光旅行の実態

観光消費額単価平均（⽇帰り）
6,682円▲ 観光目的利用割合

（朝倉市）
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に
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⇒
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す
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け
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□
現

道
等
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2
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果
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又
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が

あ
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特
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史
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史
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安
心

で
き

る
く

ら
し

の
確

保

●
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

朝
倉

市
⇒

飯
塚

病
院

：
約

1
7
分

短
縮

（
整

備
前

 
約

7
0
分

→
整

備
後

 
約

5
3
分

）
嘉

麻
市

⇒
久

留
米

大
学

医
学

部
病

院
：

約
1
7
分

短
縮

（
整

備
前

 
約

9
7
分

→
整

備
後

 
約

8
0
分

）

３
．

安
全

安
全
な

生
活

環
境

の
確

保

●
現

道
等

に
お

け
る

交
通

量
の

減
少

、
歩

道
の

設
置

又
は

線
形

不
良

区
間

の
解

消
等

に
よ

る
安

全
性

向
上

の
状

況
八

丁
峠

道
路

断
面

に
お

け
る

死
傷

事
故

率
（

整
備

前
(
H
2
8
～

H
3
0
)
：

1
7
件

/
億

台
ｷ
ﾛ
(
現

道
)
⇒

 
整

備
後

(
R
2
～

R
4
)
：

0
件

/
億

台
ｷ
ﾛ
(
八

丁
峠

道
路

)
）

○
歩

道
が

無
い

又
は

狭
小

な
区

間
に

歩
道

が
設

置
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
安

全
性

向
上

の
状

況

災
害
へ

の
備

え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く

、
災

害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「

緊
急

輸
送

道
路

」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

国
道

3
2
2
号

：
緊

急
輸

送
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
（

福
岡

県
）

に
お

い
て

、
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

■
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
代

替
す

る
緊

急
輸

送
道

路
：

国
道

2
0
0
号

、
代

替
す

る
区

間
（

飯
塚

市
～

久
留

米
市

）

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
る

場
合

）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
の

あ
る

老
朽

橋
梁

に
お

け
る

通
行

規
制

等
が

解
消

■
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
現

道
区

間
に

お
け

る
事

前
通

行
規

制
の

解
消

区
間

：
異

常
気

象
時

通
行

規
制

区
間

[
連

続
雨

量
1
7
0
m
m
]
_
国

道
3
2
2
号

八
丁

峠
（

1
1
.
9
㎞

）
が

解
消

４
．

環
境

地
球
環

境
の

保
全

●
対

象
道

路
の

整
備

に
よ

り
削

減
さ

れ
る

自
動

車
か

ら
の

C
O
2
排

出
量

Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量

：
3
,
9
7
8
t
－

C
O
2
/
年

生
活
環

境
の

改
善

・
保

全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
現

道
区

間
）

：
嘉

麻
市

大
力

～
朝

倉
市

秋
月

野
鳥

排
出

削
減

量
：

0
.
3
0
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

1
0
割

削
減

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

（
現

道
区

間
）

：
嘉

麻
市

大
力

～
朝

倉
市

秋
月

野
鳥

排
出

削
減

量
：

0
.
0
2
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

1
0
割

削
減

○
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
た

区
間

の
騒

音
レ

ベ
ル

の
改

善
の

状
況

○
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛｼ
ﾞ
ｪ
ｸﾄ
と

の
関

係

○
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
の

一
体

的
整

備
の

必
要

性
ま

た
は

一
体

的
整

備
に

よ
る

効
果

○
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
効

果

○
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果
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（事後評価）

様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・
その他の別

一般国道322号 八丁峠道路 4.5km 二次改築 BP

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

5,600 2 九州地方整備局

①費用

事業費 維持管理費 更新費 合計

基準年 令和6年度

単純合計 143億円 12億円 155億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

211億円 6.4億円 217億円 

②便益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合計

基準年 令和6年度

供用年 令和2年度

単年便益
（初年便益）

7.3億円 0.98億円 0.04億円 8.4億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

209億円 30億円 1.0億円 240億円 

③結果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.1

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 23億円 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 4.5%



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交通状況の変化

事業名：一般国道322号 八丁峠道路　

（推計時点 R22年）（事業全体）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]合計：7,620.9km 21,585.11 21,575.30 9.81

③その他道路合計
:7,547.8km

21,457.06 21,455.60

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

国道500
号：22.8

㎞

3,100 1,600

29 29

19.85 9.94

国道211
号：19.3
㎞

3,600 3,500

27 27

18.84 18.34

国道200
号：15.9
㎞

19,200 18,000

22 22

89.05 82.91

― 8.51

②主な周
辺道路

現道(旧国
道322
号)：10.6
㎞

100 0

20 0

0.31 0.00

①新設・改築道路
八丁峠道路
：4.5㎞

― 5,600

― 6.8

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名：

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（令和５年12月　国土交通省　道路局　都市局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 令和6年

１時点のみ推計 □（　　）

複数時点での推計 ■（H27・R22）

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

■

分析の基本的事項

交通流の
推計時点

推計の状況
いずれかのみの

推計の場合

■
（H27センサス）

□

開発交通量の
考慮

有の場合のみ

速度設定の
考え方

■

交通量が、交通容量（Qmax～Qmin）以上の路線、交通容量程度の路線などが混在した配分結果と
なっているため、費用便益算出においては、速度差の生ずる「加重平均速度」を用いた。

一般国道322号八丁峠道路

配分交通量の
推計手法 簡易手法の

採択理由

算出マニュアル

推計に用いた
ＯＤ表
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事業名：

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □

その他

一般国道322号八丁峠道路

便
益
の
算
定

休日交通の
影響 考慮する

場合のみ

災害等による
通行止めの

影響 考慮する

場合のみ

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

走行時間短縮・走行
経費減少・交通事故

減少以外の便益
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事業名：

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □
維持管理費の設定根拠を記載

更新費の設定根拠を記載

積雪地域または寒冷地域である □

考慮しない ■

考慮する □

事業費を考慮 □

維持管理費を考慮 □
当該道路整備が行われない場合の費用を考慮した理由及び考え方を記載（対策内容、費用等）

その他

４．その他

費
用
の
算
定

事業費

維持管理費

更新費

雪寒費

当該道路整備が
行われない場合

の費用 考慮する

場合のみ

福岡県の維持管理費実績に基づき算出

一般国道322号八丁峠道路



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

様式－４

   費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：一般国道322号八丁峠道路（事業全体） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.06 4.5 0.27

社会的 割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円） 更新費（億円）
年次  年度 割引率 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値

－14年目 H 18 4% 2.0258 103.0 0.95 1.92
－13年目 H 19 4% 1.9479 102.1 2.67 5.22
－12年目 H 20 4% 1.8730 101.6 1.16 2.19
－11年目 H 21 4% 1.8009 100.3 2.68 4.95
－10年目 H 22 4% 1.7317 98.6 2.48 4.47
－9年目 H 23 4% 1.6651 97.2 1.90 3.35
－8年目 H 24 4% 1.6010 96.4 6.86 11.70
－7年目 H 25 4% 1.5395 96.4 19.42 31.85
－6年目 H 26 4% 1.4802 98.7 13.63 21.00
－5年目 H 27 4% 1.4233 100.2 22.27 32.49
－4年目 H 28 4% 1.3686 100.2 14.03 19.68
－3年目 H 29 4% 1.3159 100.5 24.50 32.94
－2年目 H 30 4% 1.2653 100.4 15.88 20.55
－1年目 R 1 4% 1.2167 101.2 14.88 18.37

供用開始年次 R 2 4% 1.1699 101.9 0.24 0.29
1年目 R 3 4% 1.1249 101.8 0.24 0.28
2年目 R 4 4% 1.0816 102.7 0.24 0.26
3年目 R 5 4% 1.0400 102.7 0.24 0.25
4年目 R 6 4% 1.0000 102.7 0.24 0.24
5年目 R 7 4% 0.9615 102.7 0.24 0.23
6年目 R 8 4% 0.9246 102.7 0.24 0.22
7年目 R 9 4% 0.8890 102.7 0.24 0.22
8年目 R 10 4% 0.8548 102.7 0.24 0.21
9年目 R 11 4% 0.8219 102.7 0.24 0.20
10年目 R 12 4% 0.7903 102.7 0.24 0.19
11年目 R 13 4% 0.7599 102.7 0.24 0.18
12年目 R 14 4% 0.7307 102.7 0.24 0.18
13年目 R 15 4% 0.7026 102.7 0.24 0.17
14年目 R 16 4% 0.6756 102.7 0.24 0.16
15年目 R 17 4% 0.6496 102.7 0.24 0.16
16年目 R 18 4% 0.6246 102.7 0.24 0.15
17年目 R 19 4% 0.6006 102.7 0.24 0.15
18年目 R 20 4% 0.5775 102.7 0.24 0.14
19年目 R 21 4% 0.5553 102.7 0.24 0.13
20年目 R 22 4% 0.5339 102.7 0.24 0.13
21年目 R 23 4% 0.5134 102.7 0.24 0.12
22年目 R 24 4% 0.4936 102.7 0.24 0.12
23年目 R 25 4% 0.4746 102.7 0.24 0.12
24年目 R 26 4% 0.4564 102.7 0.24 0.11
25年目 R 27 4% 0.4388 102.7 0.24 0.11
26年目 R 28 4% 0.4220 102.7 0.24 0.10
27年目 R 29 4% 0.4057 102.7 0.24 0.10
28年目 R 30 4% 0.3901 102.7 0.24 0.09
29年目 R 31 4% 0.3751 102.7 0.24 0.09
30年目 R 32 4% 0.3607 102.7 0.24 0.09
31年目 R 33 4% 0.3468 102.7 0.24 0.08
32年目 R 34 4% 0.3335 102.7 0.24 0.08
33年目 R 35 4% 0.3207 102.7 0.24 0.08
34年目 R 36 4% 0.3083 102.7 0.24 0.07
35年目 R 37 4% 0.2965 102.7 0.24 0.07
36年目 R 38 4% 0.2851 102.7 0.24 0.07
37年目 R 39 4% 0.2741 102.7 0.24 0.07
38年目 R 40 4% 0.2636 102.7 0.24 0.06
39年目 R 41 4% 0.2534 102.7 0.24 0.06
40年目 R 42 4% 0.2437 102.7 0.24 0.06
41年目 R 43 4% 0.2343 102.7 0.24 0.06
42年目 R 44 4% 0.2253 102.7 0.24 0.05
43年目 R 45 4% 0.2166 102.7 0.24 0.05
44年目 R 46 4% 0.2083 102.7 0.24 0.05
45年目 R 47 4% 0.2003 102.7 0.24 0.05
46年目 R 48 4% 0.1926 102.7 0.24 0.05
47年目 R 49 4% 0.1852 102.7 0.24 0.04
48年目 R 50 4% 0.1780 102.7 0.24 0.04
49年目 R 51 4% 0.1712 102.7 -0.66 -0.11 0.24 0.04

  合　計 142.65 210.58 12.15 6.36

単純事業費計 143.31 12.15

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。

　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。

　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として

　　　評価を実施。）

注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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車線数 延長

2 4.5km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 13,979

改良費 1,454

土工 ㎥ 120,300 200 切土（54,000㎥）、盛土（32,000㎥）、捨土（34,300㎥）

軟弱地盤改良工 ㎥ 8,500 10 BH混合処理

法面工 ㎡ 25,660 356 切土法面、盛土法面、アンカー工、法面整形

擁壁工 式 1 606 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁、大型ﾌﾞﾛｯｸ積、ﾌﾞﾛｯｸ積、補強土壁工

管渠工 ｍ

函渠工 ｍ 9 7

排水工 ｍ 2,700 41

中央分離帯工 ｍ

雑工 式 1 234

橋梁費 147

100m以上 ｍ

100m未満 ｍ 42 147 PC橋1橋

トンネル費 10,819

ＮＡＴＭ ｍ 3,791 10,819 トンネル、監査路、電気室、設備、内装

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費

ＩＣ 箇所

ＪＣＴ 箇所

舗装費 1,526

車道舗装 ㎡ 52,600 1,516

歩道舗装 ㎡ 3,000 10

付帯施設費 33

交通管理施設工 式 1 33

遮音壁 ｍ

②用地及補償費 140

用地費 ㎡ 55

宅地 ㎡

田畑 ㎡ 3,000 8

山林・原野 ㎡ 23,188 47

その他 ㎡

補償費 式 1 85

③間接経費 式 1 1,267 地質調査、測量、設計にかかる費用等

全体事業費 15,386

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

国道322号 八丁峠道路

全体事業費内訳 参考様式１
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全事業における維持管理費及び更新費の内訳

車線数 延長

2 4.5km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

　km 4.5 119 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 1,218 路面補修、構造物の点検・補修等

式

1,337

■更新費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

式

【単価等について】

○維持管理費は、福岡県の維持管理費実績に基づき算出。

○更新費は、更新計画やこれまでの類似実績等から算出。

修繕費

維持管理費合計

その他

区分

更新費

更新費合計

維持費

路線名 箇所名

国道322号 八丁峠道路

区分

参考様式２



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回
再評価（H28）

今回
事後評価（R6）

主な変更点

費用対効果（B/C） 1.2 1.1 －

将来交通量 54百台 56百台 将来交通需要量の時点更新

推計年次 R12 R22 －

延長 －

幅員 －

事業費 約167億円 約154億円
トンネル支保工の変更

基準改定に伴うジェットファン
台数の見直し

現況交通量 － 39百台 －

観測年次 － R6 －

便益（B）
の

算定基礎

コスト（C）
の

算定基礎

4.5km

7.5m（2車線）

その他
利用
状況

参考様式３
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